
前 橋 工 業 高 等 学 校（定時制） 学校評価一覧表 ① （令和４年度版） （様式１）

羅 針 盤 第１回 点検・評価 第２回 点検・評価
方 策

外部アン 外部アン評価対象 評 価 項 目 具体的数値項目 自己評価 改 善 策 自己評価 改 善 策ケート等 ケート等

Ⅰ 特色ある １ 特色ある教育活 (1)工業高校としての特色を理解してい ・シラバスと学校生活案内を活用し、 定時制課程の特色と工業高校の魅
学校づくり 動を行っています て、自分の学校が好きだと感じている生 学校の特色を理解させるとともに帰 Ａ Ａ 力づくりや学校行事の充実をさら
に努めてい か。 徒の割合は、80％以上である。 属意識を高めさせる。 に図り、生徒・保護者の意識を高
ますか。 めていく。

(2)工業の基本である「ものづくり」に積 ・「ものづくり」が楽しくなる 基礎・基本の理解を深める中で、
極的に取り組んでおり、座学や実習内容 授業の工夫を行い、生徒自らが考え Ｂ － 生徒自ら考える力を更に構築して
に満足している生徒が80％以上である。 積極的に参加できるようにする。 いく。
(3)生活体験発表作文に全校生徒で参加 ・全校が関わる行事という共通理解 学校行事として全校生徒が取り組
し、作文の提出率は100％である。 で、全職員・全校生徒で取り組む。 Ａ － み作文の提出率は９５％以上であ

った。
２ 専門高校とし (4)挨拶・礼儀等の指導が図られ80％以上 ・職員から生徒への挨拶声かけなど 社会人としての基本的なマナーを
て、職業人育成のた の生徒が校内で実施している。 積極的に行い礼儀を促す。 Ｂ Ａ 学び、生徒の資質向上を図る。
めの取り組みをして (5)安全意識を高めるため、作業着の着用 ・実習前の準備、後片づけを自主的 実習着を着用し緊張感を持ち実習
いますか。 ・授業の準備・片づけが積極的にできる にさせ、実習着の着用目的を説明し Ａ Ａ に臨む。安全な作業に必要な準備、

生徒が80％以上である。 安全意識を高める。 片付けの大切さを理解させる。
Ⅱ 生徒の意 ３ 生徒の実態に応 (6)生徒の実態に応じた学習指導を実施 ・到達目標に達しない生徒について、 各教科で生徒の実態に合わせ、
欲的な学習 じた指導を行ってい し、学習に対する達成感・満足感を持っ 授業前・放課後等利用し補習授業を Ｂ Ａ 放課後等も利用して学習活動が行
活動につい ますか。 ている生徒が70％以上である。 実施する。 えるよう工夫していく。
て適切な指 (7)わかる授業の展開に工夫があり、授業 ・言語活動の充実に努め、生徒が積 生徒が積極的に参加し発言しや
導をしてい の理解度は70％以上である。 極的に参加できる雰囲気づくり、分 Ａ Ａ すい雰囲気をつくり、また興味関
ますか。 かりやすい工夫を行う。 心を高める授業展開を行う。

４ 生徒は確かな学 (8)到達度の低い生徒に対して各教科で対 ・補習や課題提出など対策を取り、 職員の協力の下、該当生徒は順調
力を身に付けていま 策を考え、課題等の完了率は90％以上で 速やかに指導を行い自覚を促す。 Ｂ Ａ に課題を終えている。引き続き継
すか。 ある。 続して指導を行う。

Ⅲ 生徒の充 ５ 組織的・継続的 (9)生徒会主催行事に積極的に生徒が参加 ・生徒会役員を中心に生徒が自己有 82%の生徒が満足している。継続
実した学校 な指導を行っていま し、生徒の70％以上が満足している。 用感を感じられる行事を計画・実行 Ａ Ａ して生徒会活動を推進したい。
生活につい すか。 する。
て適切な指 (10)部活動加入生徒が部活動に積極的に ・年間指導計画に基づきLHR活動に満 74%の生徒が満足している。コロ
導をしてい 参加し、70％以上が満足している。 足できるよう実施する。 Ａ Ａ ナ禍でも活動を継続したい。
ますか。 ６ 生徒は健康で、 (11)学校と緊密に連絡を取り、生徒の怠 ・担任と家庭とで緊密に連携を行い、 90%の保護者が努力をしている。

規則正しい学校生活 慢による遅刻や欠席をなくす努力をして 遅刻・欠席をなくす。 Ａ Ａ 良い傾向を継続して啓発したい。
を送っていますか。 いる保護者が80％以上である。

(12)欠席・遅刻をしないように努力して ・学校生活充実に向けて取り組める 75%の生徒が努力している。さら
いる生徒が80％以上である。 よう喚起する。 Ａ Ａ に向上させたい。
(13)治療勧告を受けて、健康管理の必要 ・集会での呼びかけや治療勧告書の 80%の生徒が何らかの行動を起こ
性を認識している生徒は80％以上である。 再発行により、保護者・生徒への注 Ｂ Ｂ していると回答しているが、実態

意喚起を行う。 としては、まだ勧告の努力が必要。
７ 学校はいじめの (14)自死防止・いじめ防止に努め、いじ ・生徒観察を充実させ悩み相談窓口 いじめは認知されていない。86%
防止、早期発見に向 めの解消率は100％である。 等を周知し、年３回のいじめアンケ の生徒が防止に努めている。防止
けた取組を積極的に －トを実施し、未然防止、早期発見、 Ａ Ａ と認知の際の迅速対応を心がけ
行っていますか。 早期解消に努める。 る。
８ 交通安全教育を (15)交通用具利用者（ほぼ全員）に対し、 ・年３回の車両点検、交通安全教室 98%の生徒が交通安全に対する意
推進していますか。 車両点検を年２回実施し、安全指導・安 を行い交通事故防止に努める。自転 Ａ Ａ 識や習慣ができていると回答して

全管理を徹底する。 車ヘルメット着用を促進する。 いる。継続して啓発していく。
Ⅳ 生徒の主 ９ 計画的な指導を (16)仕事と勉強を両立させようと努力し ・望ましい就業指導を実施し、学業 地元企業との情報交換に努め、学
体的な進路 行っていますか。 ている生徒が80％以上である。 と両立できるようバックアップする。 Ｂ Ｂ 校生活を営む中で仕事のあり方働
選択につい き方を考える機会をつくる。
て適切な指 (17)生徒の生活改善や進路相談のため、 ・家庭訪問、三者面談、授業公開、 例年通り面談や情報交換を行えて
導をしてい 保護者との面談を年１回以上実施してい 研修会等、保護者が来校しやすい環 Ａ Ａ いる。生徒の状況を把握し必要性
ますか。 る。 境を整える。 に応じて継続していく。

１０ 生徒は自らの (18)進路実現に向けて積極的に取り組ん ・進路実現に役立つ情報提供や学校 定時制ならではの環境の中で進路
進路について真剣に でいる生徒が80％以上である。 校外での資格など促していく。 Ａ Ａ 行事は計画的に実施出来ている。
考え、その実現に向 今後も各学年と連携していく。
けて取り組んでいま (19)生徒の将来の進路について話し合っ ・生徒と保護者が進路について話し 進路実現に向けた具体的な行動の
すか。 ている保護者が80％以上である。 合う資料を充実させる。 Ｂ Ｂ 場を伝え、生徒と保護者が話し合

いを持つ場を促す。
Ⅴ 開かれた １２ 家庭、地域社 (20)家庭や地域との情報共有や相互の信 ・コロナ禍ではあるが、関係各所 新型コロナのためPTA総会や学校
学校づくり 会に積極的に情報発 頼関係を構築出来るよう「学校公開」を と連絡を密にとりつつ魅力的で分か Ｃ Ａ 公開は実施されていない。家庭と
に努めてい 信をしていますか。 年３回以上実施する。 りやすい学校説明会を実施していく。 の連絡は密に取り合っている。
ますか。 (21)GSN等のネット媒体のさらなる活用と ・紙ベースの連絡手段も残しつつ、 GSNの有効活用、ホームページの

ともに学校から発信するホームページは ネット経由での連絡方法に移行して Ａ Ａ 月１回以上の更新は予定通り行え
少なくとも月１回以上は更新する。 いく。 ている。
(22)科目履修生や専科生等社会人を受け ・幅広い広報活動を推進していく中 本年度も専科生を受け入れること
入れている講座が５科目以上ある。 で、積極的に希望生徒を受け入れて Ａ － ができ、かつ生徒も真面目に課題

指導していく。 に取り組んでいる。
１２ 家庭、地域社 (23)保護者や地域社会の人を講師とした ・社会人講師による行事をとおして 新型コロナウイルス感染症対策を
会の教育力を活用し 講演会などを年３回実施している。 地域の一員として参画するという意 Ａ － 行い開講記念式典を実施。生徒参
ていますか。 識を高めさせる。 加型の充実した講演会であった。

Ⅵ 教育のデ １３ ICTを活用し (24)ＩＣＴを活用した授業に生徒の80％ ・各教科で適宜学習用端末を利用し 配付端末を適宜使用し、視覚的効
ジタル化に た指導を行っていま 以上が満足している。 ＩＣＴの活用を充実させる。 Ａ Ａ 果を高めて興味関心がもてる授業
努めていま すか。 展開を引き続き行う。
すか。 １４ ICTを活用し (25)ＩＣＴを活用したアンケートに生徒 ・各種アンケートを学習用端末を利 ＩＣＴ端末からの回答としたが回

た業務改善を行って ・保護者の80％以上が満足している。 用することで、回答や集計の効率化 Ｂ Ｂ 答率７０％に届かなかった。利便
いますか。 を図る。 性や操作の周知が必要である。

Ａ：十分に達成できた Ｂ：達成できた Ｃ：もう少しで達成できた Ｄ：達成できなかった


